
 

建築家／鈴木エドワードさん
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物理や科学がライフワークとなっているということですが…

　科学は「自然の仕組み」の追求です。僕はこの「自然の仕組
み」を「神の建築」または「GOoD DESIGN」 とも呼んでいま
す。この宇宙は「愛の進化」そのものなのです。 

　以前、交通事故で首、肩をひどく痛めたことがありました。総合病院、クリニック、カイロプラクティッ
ク、鍼治療等々トライしましたが、残念ながら治る方向には進みませんでした。そんな中、東洋医学の
比較的若い先生が、ほとんど希望を失っている僕に「鈴木さん、この宇宙には 2つの力が働いています。
生命力と回復力。言うまでもなく生命は奇跡です。そしてこの生命力に異変が生じたときにもう一つの
奇跡、回復力が働き生命を維持します。 ですから、大丈夫です。鈴木さんは絶対に治ります !」と 言って
くれたのです。私は先生を信じ、おかげさまで完治しました。

　現在、世界中の科学者は科学の「幸せの青い鳥」を探して
います。宇宙の４つの力である「電磁波」、原子内の「強い力」 
と「弱い力」、そして「重力」を統一しようとしているのです。
　この統一を図った人はノーベル賞受賞間違いありません。
科学者に笑われてしまうでしょうが、最近、 僕はこの謎を解
きました。その答えは「愛」 です。科学や物理を学ぶと、愛
がすべてを結びあうことに気がつきます。
　
　宇宙の “始まり” には「物」はなにもなく、「無」しかなかっ
たのです。この「無」から何らかの「意識」、「意思」が働き
ビックバンが起き、この物質宇宙が生まれたと最先端科学は
主張します。もしこれが事実だとしたら、この物質宇宙を生
んだ「意識」「意思」は好意的だったのか、または悪意的だっ
たのか ? 好意的としか思えません。なぜならば宇宙すべてが
僕にとって好意的に見えるからです。

　人間の最大の敵と知られている「癌」の最良の「薬」は 何
だと思いますか？ 「大いに笑い、人生を楽しみ、前向きに生き
ること」です。
　僕は８年ほど前に癌と診断されました。癌や重い病を克服
した人たちは「幸せなことだけを思い、たくさん笑い、楽し
く過ごすことが最良の薬だ」 と一様に言います。私自身もそう
いう生き方をしながらおかげさまでずっと元気に過ごしてい
ます。
　ポジティブに生きることがポジティブな結果を生むのです。
精神環境 (マインド )は DNA( 物質 ) を変える力を持っている
のです。
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